
栃木県景観アドバイザープロフィール 

御氏名 荒井 歩（あらい あゆみ） 

現職名等 東京農業大学 地域環境科学部 教授 

アドバイスできること  

〇景観計画策定について 〇文化的景観の調査・保存計画 

〇景観まちづくりワークショップの実施  

〇景観デザインへのアドバイス(都市景観・農村景観など) 

経歴・活動実績・資格等  

（経歴） 

1996(平成 8)年 東京農業大学大学院農学研究科農学専攻(博士後期課程) 

        修了 博士(農学)  

1996(平成 8)年 東京農業大学農学部造園学科助手 

1998(平成 10)年 東京農業大学地域環境科学部造園科学科助手 

2002(平成 14)年 Writtle College（Essex,England）に 1 年間依命留学 

2004(平成 16)年 東京農業大学地域環境科学部造園科学科講師、准教授を 

         経て現職 

（活動実績） 

八潮市景観まちづくり審議会委員／静岡県景観賞審査委員／静岡市景観アド

バイザー委員／杉並区景観審議会委員／杉並区景観アドバイザー委員／目黒

区景観審議会委員／目黒区景観アドバイザー委員／武蔵野市景観アドバイザ

ー委員／茅ヶ崎市景観審議会委員／茅ヶ崎市景観アドバイザー委員／戸田市

景観審議会委員／我孫子市景観審議会委員／埼玉県環境影響評価技術審議会

委員／環境省風力発電施設に係わる環境影響評価の基本的考え方に関する検

討会委員 など 

（資格等） 

博士（農学） 

ホームページ・著書等 
 

（ホームページアドレス） 

https://www.nodai.ac.jp/academics/reg/land/ 

（著書等） 

造園学概論(共著) 朝倉書店、新版地域環境科学概論(共著) 理工図書 

など 



 

 

 

私の景観への「思い」、「好きな景観」など 

 「人と環境の関係性のながめ」である景観を研究対象とし、都市景観から農

業・農村景観まで、幅広いフィールドを対象に研究を行っています。特に伝統

的な生業や生活の景である文化的景観に興味を持ち、景観区の設定手法や景

観構造の把握手法の構築、生業・生活維持に基づく景観保全の仕組みの解明な

どについて調査をしています。景観研究は科学的・社会的アプローチをとる一

方、研究対象地の環境に対する体験的感性が非常に重要です。人が住み暮らし

続ける「生きられる景観」の科学的根拠を導くことが目標です。 

 


